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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベーンと、
　前記ベーンの両端に設けられるベーン軸と、
　各前記ベーン軸をそれぞれ保持するベーン軸受と、
　一方の前記ベーン軸に取り付けられ、前記ベーンを回転させるモータと、を備え、
　他方の前記ベーン軸には、ベーン軸側係合部が設けられ、
　他方の前記ベーン軸が挿入され、回転された状態で保持される前記ベーン軸受には、ベ
ーン軸受側係合部が設けられ、
　ベーン軸側係合部とベーン軸受側係合部とは、
　他方の前記ベーン軸が前記ベーン軸受に挿入された状態において干渉せず、
　他方の前記ベーン軸が前記ベーン軸受に保持された状態において、他方の前記ベーン軸
が一方の前記ベーン軸方向に基準移動量だけ移動すると、前記ベーン軸側係合部と前記ベ
ーン軸受側係合部とが係合し、他方の前記ベーン軸の移動が規制される
　ことを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　各前記ベーン軸が各前記ベーン軸受で保持された状態で、
　前記ベーン軸受側係合部は、前記ベーン軸側係合部よりも一方の前記ベーン軸側に位置
する
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室内機。
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【請求項３】
　前記ベーン軸側係合部は扇形のリブである
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の空気調和機の室内機。
【請求項４】
　ベーンと、
　前記ベーンの両端に設けられるベーン軸と、
　各前記ベーン軸をそれぞれ保持するベーン軸受と、
　一方の前記ベーン軸に取り付けられ、前記ベーンを回転させるモータと、を備え、
　他方の前記ベーン軸には、ベーン軸側係合部が設けられ、
　他方の前記ベーン軸を保持する前記ベーン軸受には、ベーン軸受側係合部が設けられ、
　他方の前記ベーン軸は、前記ベーン軸側係合部と前記ベーン軸受側係合部とを干渉させ
ずに前記ベーン軸受に挿入され、
　他方の前記ベーン軸が、前記ベーン軸受に挿入された状態で回転されて前記ベーン軸受
に保持され、
　他方の前記ベーン軸が一方の前記ベーン軸方向に基準移動量だけ移動すると、前記ベー
ン軸側係合部と前記ベーン軸受側係合部とが係合し、他方の前記ベーン軸の移動が規制さ
れる
　ことを特徴とする空気調和機の室内機の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室内機及び空気調和機の室内機の製造方法に関する
【背景技術】
【０００２】
　従来、軸受部を有し、吹出口が形成されている枠部材と、この枠部材に連結されたモー
ター収容ボックスを有する吹出口ユニットと、左右両側に回動軸を有し、枠部材に回転可
能に支持された風向調整ルーバーと、モーター収容ボックス内に収容されたルーバー駆動
用のステッピングモーターと、を備えた浴室暖房機があった（例えば、特許文献１参照）
。特許文献１記載の浴室暖房機においては、風向調整ルーバーの回動軸がステッピングモ
ーターの駆動軸に連結されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１４２８６号公報（第３頁、図５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載の浴室暖房機は、風向調整ルーバー（ベーン）のステッ
ピングモータ（モータ）から回転力を受けるベーンの回動軸が、ベーンの他方の回動軸よ
りも先に折れた場合、ベーンの他方の回動軸は、ベーンの落下方向への自重を支えること
ができず、室内空間に落下するという課題があった。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を背景としてなされたものであり、作業性を悪化させない
でベーンの落下を抑制する空気調和機の室内機及び空気調和機の室内機の製造方法を得る
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機の室内機は、ベーンと、前記ベーンの両端に設けられるベーン
軸と、各前記ベーン軸をそれぞれ保持するベーン軸受と、一方の前記ベーン軸に取り付け
られ、前記ベーンを回転させるモータと、を備え、他方の前記ベーン軸には、ベーン軸側
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係合部が設けられ、他方の前記ベーン軸が挿入され、回転された状態で保持される前記ベ
ーン軸受には、ベーン軸受側係合部が設けられ、ベーン軸側係合部とベーン軸受側係合部
とは、他方の前記ベーン軸が前記ベーン軸受に挿入された状態において干渉せず、他方の
前記ベーン軸が前記ベーン軸受に保持された状態において、他方の前記ベーン軸が一方の
前記ベーン軸方向に基準移動量だけ移動すると、前記ベーン軸側係合部と前記ベーン軸受
側係合部とが係合し、他方の前記ベーン軸の移動が規制されるものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、他方のベーン軸が一方のベーン軸方向に基準移動量だけ移動すると、
ベーン軸側係合部とベーン軸受側係合部とが係合し、他方のベーン軸の移動が規制される
。このため、例えばクレージングによって、モータからの回転力を受ける側のベーンの軸
が折れても、ベーンの落下を抑制することができる。また、ベーン軸側係合部はベーン軸
に設けられ、ベーン軸受側係合部はベーン軸受に設けられるため、ベーンの落下を抑制す
る構造が従来の構成部品のみで構成され、作業性を悪化させることもない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の据付状態を示す斜視図である。
【図２】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００を示す斜視図であり、化粧パネルコ
ーナー蓋部８Ａ，８Ｂが取り外された状態を示す。
【図３】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の化粧パネルコーナー蓋部８Ａ，８
Ｂを取り外した状態のベーン４近傍の拡大図である。
【図４】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００のベーン軸４ａ近傍を示す斜視図で
ある。
【図５】図４のＹ－Ｙ断面図である。
【図６】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の組立時のベーン軸４ｂ近傍を示す
斜視図である。
【図７】図６のＺ－Ｚ断面図である。
【図８】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の製品出荷時のベーン軸４ｂ近傍を
示す断面図である。
【図９】実施の形態に係る空気調和機の室内機１００のベーン軸４ｂ近傍を示す断面図で
あり、ベーン４落下時の状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態に係る空気調和機を、４方向カセット形の空気調和機の室内
機を例に説明する。なお、以下に示す実施の形態によって本発明が限定されるものではな
い。また、以下の説明において、理解を容易にするために位置を表す用語（例えば「上」
、「下」など）を適宜用いるが、これは説明のためのものであって、これらの用語は本発
明を限定するものではない。
【００１０】
　図１は実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の据付状態を示す斜視図である。図
２は、実施の形態に係る空気調和機の室内機１００を示す斜視図であり、化粧パネルコー
ナー蓋部８Ａ，８Ｂが取り外された状態を示す。
【００１１】
　図１に示されるように、空気調和機の室内機１００は、室内空間１に筐体２を備える。
天井６からは４本の吊りボルト７が吊り下げられている。吊りボルト７の任意の位置で吊
り金具５を締結することで、筐体２は天井６に取り付けられる。筐体２は、例えば、その
外郭における４箇所で吊りボルト７に取り付けられる。
【００１２】
　筐体２は、室内送風機（図示省略）と、室内空気を熱交換する室内機熱交換器（図示省
略）と、を収容している。筐体２の下面には、吸入グリル３ａ及び吹出口３ｂが設けられ
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ている。吸入グリル３ａは、筐体２の下面の中央に設けられている。吹出口３ｂは、吸入
グリル３ａの周囲に設けられている。吹出口３ｂには、例えば平板形状のベーン４が設け
られている。ベーン４は、室内機１００の内部から吹出口３ｂを通って室内側に向かう風
量を調整し風向を案内する。
【００１３】
　筐体２の下面には、化粧パネル３が取り付けられている。化粧パネル３は、着脱自在な
化粧パネルコーナー蓋部８Ａ，８Ｂを有する。図１に示される状態で、化粧パネルコーナ
ー蓋部８Ａ，８Ｂを取り外すと、図２のように各種部品が露出する。各種部品の詳細につ
いては後述する。なお、化粧パネルコーナー蓋部８Ａを取り外した部分が図２の点線枠Ａ
で囲まれる部分である。また、化粧パネルコーナー蓋部８Ｂを取り外した部分が図２の点
線枠Ｂで囲まれる部分である。
【００１４】
　図３は実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の化粧パネルコーナー蓋部８Ａ，８
Ｂを取り外した状態のベーン４近傍の拡大図である。ここで、図２の点線枠Ａで囲まれる
部分を拡大すると、図３の点線枠Ａで囲まれる部分となる。また、図２の点線枠Ｂで囲ま
れる部分を拡大すると、図３の点線枠Ｂで囲まれる部分となる。図３に示されるように、
ベーン４は、ベーン軸４ａ及びベーン軸４ｂを有する。
【００１５】
　ベーン軸４ａはベーン４の一端に設けられる。ベーン軸４ａの近傍には、化粧パネルコ
ーナー部８ａ、モータ９、ベーンギア１０、及びベーン軸受１１が設けられる。化粧パネ
ルコーナー部８ａ、モータ９、ベーンギア１０、及びベーン軸受１１は、化粧パネルコー
ナー蓋部８Ａを取り外すことで露出する部材である。化粧パネルコーナー部８ａは、ベー
ン軸受１１が挿入されるように一部が開口した壁面である。ベーン軸受１１はベーン軸４
ａを差し込むための部材である。
【００１６】
　ベーン軸４ｂはベーン４の他端に設けられる。ベーン軸４ｂの近傍には、化粧パネルコ
ーナー部８ｂ及びベーン軸受１２が設けられる。化粧パネルコーナー部８ｂ及びベーン軸
受１２は、化粧パネルコーナー蓋部８Ｂを取り外すことで露出する部材である。化粧パネ
ルコーナー部８ｂは、ベーン軸受１２が挿入されるように一部が開口した壁面である。ベ
ーン軸受１２はベーン軸４ｂを差し込むための部材である。
【００１７】
　図４は実施の形態に係る空気調和機の室内機１００のベーン軸４ａ近傍を示す斜視図で
ある。図５は図４のＹ－Ｙ断面図である。
【００１８】
　図４に示されるように、モータ９は、ベーン４を回転させるための部材である。モータ
９の回転力はベーン軸４ａに伝えられる。モータ９が回転することで、ベーン４はベーン
軸４ａを中心として回転する。モータ９には、モータ９を保持するモータ保持板金９ａが
取り付けられる。
【００１９】
　図５に示されるように、ベーンギア１０は、凸状のベーンギア軸１０ａと、凹部１０ｂ
とを有する部材である。ベーンギア軸１０ａは、モータ保持板金９ａに形成される穴部９
ａ１に挿入される部材である。凹部１０ｂは、ベーン軸４ａの先端が圧入嵌合される部位
である。ベーン軸受１１は、爪部１１ａ及び鍔１１ｂを有する。
【００２０】
　爪部１１ａは、ベーン軸受１１を化粧パネル３に保持するための部材であり、化粧パネ
ルコーナー部８ａ側に向かうように突出している。鍔１１ｂは、ベーンギア１０側に向か
うように突出している。モータ保持板金９ａとベーンギア１０との間には隙間１３ａが形
成されている。ベーンギア１０とベーン軸受１１との間には隙間１３ｂが形成されている
。
【００２１】
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　以下に、空気調和機の室内機１００のベーン軸４ａ側に位置する部材の組立手順につい
て説明する。
　まず、ベーン軸４ａをベーン軸受１１に挿入し、ベーン軸４ａの先端をベーンギア１０
の凹部１０ｂに圧入嵌合する。次に、ベーンギア軸１０ａを穴部９ａ１に差し込む。この
ように、ベーン軸４ａをベーンギア１０の凹部１０ｂの底部まで挿入することで、ベーン
４の組立後の位置が決定される。ベーン４の組立後におけるベーン４の軸方向移動量は、
隙間１３ａ及び隙間１３ｂに応じて決定される。
【００２２】
　図６は実施の形態に係る空気調和機の室内機１００の組立時のベーン軸４ｂ近傍を示す
斜視図である。図７は図６のＺ－Ｚ断面図である。図８は実施の形態に係る空気調和機の
室内機１００の製品出荷時のベーン軸４ｂ近傍を示す断面図である。図９は実施の形態に
係る空気調和機の室内機１００のベーン軸４ｂ近傍を示す断面図であり、ベーン４落下時
の状態を示す。
【００２３】
　図６に示されるように、ベーン軸４ｂは、例えば扇形のリブ４ｃを有する。リブ４ｃは
、組立時において、例えば上方に突出するように設けられる。ベーン軸受１２は、爪部１
２ａ、鍔１２ｂ、及び爪部１２ｃを有する。爪部１２ａは、化粧パネルコーナー部８ｂ側
に向かうように突出している。鍔１２ｂは、化粧パネルコーナー部８ｂとは反対側に向か
うように突出している。鍔１２ｂは自重方向にたわむように構成されている。鍔１２ｂが
このように構成されているため、ベーン軸受１２を化粧パネル３から容易に取り外すこと
ができ、メンテナンスを容易に行うことができる。爪部１２ｃは、例えば、上方に突出す
るように設けられる。
【００２４】
　図７に示されるように、ベーン軸４ｂは、例えばリブ４ｃが上方に突出した状態で、ベ
ーン軸受１２に挿入される。このため、扇形のリブ４ｃは爪部１２ｃを避けることができ
、干渉することなくベーン軸４ｂを挿入することができる。
【００２５】
　以下に、空気調和機の室内機１００のベーン軸４ｂ側に位置する部材の組立手順につい
て説明する。
　まず、ベーン軸４ｂをベーン軸受１２に挿入する。次に、ベーン軸受１２を化粧パネル
コーナー部８ｂに挿入する。このようにして、ベーン４は化粧パネルコーナー部８ｂに保
持される。すなわち、ベーン４は化粧パネル３に保持される。爪部１２ａが化粧パネルコ
ーナー部８ｂに引っ掛かることで、ベーン軸受１２は化粧パネル３に保持される。製品出
荷状態時には、ベーン軸４ｂを１８０°回転することで、図８のように、ベーン軸４ｂが
位置する。
【００２６】
　図８に示されるように、製品出荷状態時においては、リブ４ｃは、その先端が自重方向
に向けられ、リブ４ｃ及び爪部１２ｃは軸方向で重なり合うように配置される。このとき
、爪部１２ｃはリブ４ｃよりもベーン軸４ａ側に位置し、リブ４ｃと爪部１２ｃとの間に
は隙間１３ｃが形成されている。
【００２７】
　隙間１３ｃは、隙間１３ａよりも大きくなるように設計されている。このため、通常運
転時に、隙間１３ａが無くなるようにベーン４が移動しても、隙間１３ｃが無くなること
はなく、リブ４ｃと爪部１２ｃとが干渉することはない。したがって、ベーン軸４ｂとベ
ーン軸受１２の摺動性及びベーン４の駆動安定性を損なうことはない。
【００２８】
　以下に、空気調和機の室内機１００のベーン軸４ａが折れた場合の動作について説明す
る。
　まず、モータ９の回転力を受ける側のベーン軸４ａ（図５）が折れると、ベーン４は、
図９の紙面左方向に移動し、自重で室内空間１に落下しようとする。そして、ベーン４が
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４ａの移動は規制される。したがって、ベーン４の落下が規制されることとなる。
【００２９】
　なお、リブ４ｃの扇形状を大きくすると、室内機１００の運転中にベーン軸４ａが折れ
たとき、リブ４ｃと爪部１２ｃとが係合しやすくなる。ただし、リブ４ｃの扇形状が過度
に大きいと、リブ４ｃが、ベーン軸４ｂのベーン軸受１２への挿入を妨げることとなる。
このため、リブ４ｃを、その扇形状が過度に大きくならないように設計することが望まし
い。
【００３０】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機の室内機１００は、ベーン４と、ベーン
４の両端に設けられるベーン軸４ａ，４ｂと、ベーン軸４ａ，４ｂをそれぞれ保持するベ
ーン軸受１１，１２と、ベーン軸４ａに取り付けられ、ベーン４を回転させるモータ９と
、を備え、ベーン軸４ａには、リブ４ｃが設けられ、ベーン軸４ｂを保持するベーン軸受
１２には、爪部１２ｃが設けられ、ベーン軸４ｂがベーン軸４ａ方向に基準移動量だけ移
動すると、リブ４ｃと爪部１２ｃとが係合し、ベーン軸４ｂの移動が規制される。
　このため、クレージングなどによりモータ９からの回転力を受ける側のベーン軸４ａが
折れても、ベーン４の落下を抑制することができる。また、リブ４ｃはベーン軸４ｂに設
けられ、爪部１２ｃはベーン軸受１２に設けられるため、ベーン４の落下を抑制する構造
が従来の構成部品のみで構成され、作業性を悪化させることもない。したがって、組み付
け、取り外しを容易に行う空気調和機の室内機１００を得ることができる。
【００３１】
　なお、リブ４ｃが、本発明のベーン軸側係合部に相当する。
　また、爪部１２ｃが、本発明のベーン軸受側係合部に相当する。
【符号の説明】
【００３２】
　１　室内空間、２　筐体、３　化粧パネル、３ａ　吸入グリル、３ｂ　吹出口、４　ベ
ーン、４ａ　ベーン軸、４ｂ　ベーン軸、４ｃ　リブ、５　吊り金具、６　天井、７　吊
りボルト、８Ａ　化粧パネルコーナー蓋部、８Ｂ　化粧パネルコーナー蓋部、８ａ　化粧
パネルコーナー部、８ｂ　化粧パネルコーナー部、９　モータ、９ａ　モータ保持板金、
９ａ１　穴部、１０　ベーンギア、１０ａ　ベーンギア軸、１０ｂ　凹部、１１　ベーン
軸受、１１ａ　爪部、１１ｂ　鍔、１２　ベーン軸受、１２ａ　爪部、１２ｂ　鍔、１２
ｃ　爪部、１３ａ　隙間、１３ｂ　隙間、１３ｃ　隙間、１００　室内機。
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